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(1)第 288号

７
月
２
１
３
日
、
加
茂
市
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

一
般
登

山
に
お
け
る
安
全
登
山
術
を
メ
イ

ン
テ
ー

マ
に
安
全
登
山
講
習
会
を

開
催
し
た
。

参
加
者
総
数
、

ス
タ
ッ
フ
及
び

一
般
参
加
１２
名
を
含
め
延
べ
８０
人

を
超
え
た
。
講
師
に
は
日
山
岳
協

遭
難
対
策
常
任
委
員
の
渡
邊
輝
男

氏
、
新
潟
県
警
地
域
課
村
山
和
博

氏
。
ま
た
前
地
域
課
係
長
玉
木
大

遭
難
対
策
委
員
会
　
井

春

文

二
郎
氏
に
も
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
現
任
地
佐
渡
よ
り
参
加
い
た
だ

い
た
。
県
警
の
村
山
係
長
か
ら
は
遭
難

事
故
の
実
際
、
航
空
隊
で
の
救
助

の
実
際
。
又
県
警

ヘ
リ
に
つ
い
て

の
講
話
。
日
山
協
の
渡
辺
さ
ん
か

ら
は
２
日
間
に
渡
り

一
般
登
山
に

お
け
る
リ
ス
ク
管
理
、
地
図
読
み

等
を
講
習
し
て
頂
い
た
。

遭
難
事
故
の
４
割
強
を
占
め
る

道
迷
い
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
第

一

に
現
在
地
を
常
に
把
握
す
る
こ
と
。

そ
れ
に
は
常
に
地
形
図
と

コ
ン
パ

ス
を
携
行
し
、
地
形
図
は
い
つ
で

も
手
に
取
る
こ
と
が
出
来
る
状
態

に
し
て
お
く
こ
と
。
休
憩
の
と
き

に
は
必
ず
確
認
す
る
。

山
の
地
形
を
知
る
に
は
国
土
地

理
院
の
２
万
５
千
分
図
が

一
番
良

く
、
市
販
の
ガ
イ
ド
地
図
は
概
念

を
知
る
上
で
は
有
効
の
場
合
も
あ

る
が
地
形
が
読
み
に
く
い
。

コ
ー

ス
タ
イ
ム
や
ガ
イ
ド
の
文
字
等
で

ま

っ
た
く
地
形
が
読
め
な
い
場
合

も
あ
る
。

ま
た
２
万
５
千
分
図
は
細
か
く

て
読
み
に
く
い
場
合
は
拡
大
コ
ピ
ー

を
し
て
持

っ
て
行
く
。
そ
し
て
拡

大

コ
ピ
ー
を
使
い
出
し
た
ら
い
つ

も
そ
れ
を
使
う
よ
う
に
し
距
離
感

の
ず
れ
を
な
く
す
る
。
拡
大
コ
ピ
ー

は
常
に

一
定
の
拡
大
率
に
し
た
方

が
良
い
の
だ
ろ
う
。

緊
急
時
の
連
絡
方
法
と
し
て
現

在
圧
倒
的
に
携
帯
電
話
が
使
わ
れ

る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
行
動
中

通
話
可
能
な
場
所
を
確
認
し
地
形

図
に
記
し
て
お
く
こ
と
も
重
要
。

Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
つ
い
て
は
バ
ッ
テ
リ
ー

の
問
題
、
地
形
に
よ

っ
て
は
衛
星

を
補
足
し
き
れ
ず
誤
差
が
大
き
く

な
る
場
合
が
あ
る
の
で
注
意
が
必

要
。

遭
難
を
防
止
す
る
上
で
、
登
山

中
の
疲
労
を
出
来
る
だ
け
軽
減
す

る
こ
と
も
大
事
。
登
り
で
は
小
股

で
ゆ

っ
く
り
二
本
の
レ
ー
ル
の
上

を
歩
く
よ
う
に
し
、
後
ろ
足
で
蹴

る
よ
う
な
歩
き
方
は
避
け
、
足
裏

全
体
で
着
地
し
衝
撃
を
和
ら
げ
る
。

下
り
で
は
ザ

ッ
ク
の
重
さ
＋
体
重

の
３
倍
の
着
地
衝
撃
が
あ
る
。
日

頃
か
ら
ス
ク
ワ
ッ
ト
等
で
鍛
え
る
。

水
分
を
こ
ま
め
に
摂
り
脱
水
症

状
に
よ
る
疲
労
を
軽
減
す
る
。
喉

が
渇
い
た
と
い
う
意
識
が
出
た
時

点
で
脱
水
症
状
の
始
ま
り
で
あ
る
。

体
重
６０
ｋｇ
の
人
で
５
時
間
行
動
す

る
と
１
５
０
０
記
の
水
分
を
消
費

す
る
と
い
う
。
少
な
く
と
も
こ
の

７
割
は
必
ず
補
給
す
る
。　
一
度
に

た
く
さ
ん
摂
る
事
は
胃
液
を
薄
め

食
欲
を
減
ら
す
の
で
避
け
る
。

新潟県山岳協会ホームページ http://wwwiechigoine.jp/~nma/

講演する村山和博氏

熱心な指導の渡邊輝男氏

テービングの指導

登 山 計 画 書 を 出 し ま し ょ う
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行
動
前
は
炭
水
化
物
を
し

っ
か

り
摂
る
。
し
か
し
取
り
入
れ
た
炭

水
化
物
は
２
時
間
程
度
し
か
持
た

な
い
の
で
、
消
費
し
た
分
は
水
分

と
同
じ
で
こ
ま
め
に
補
給
す
る
。

自
分

の
適

正
な
運
動
強
度
を

知

っ
て
お
く
こ
と
も
疲
労
の
軽
減

に
役
立

つ
。
適
正
な
運
動
強
度
で

あ
れ
ば
疲
労
物
質
で
あ
る
乳
酸
の

出
方
も
少
な
い
。

そ
れ
か
ら
自
分
の
体
調
管
理
。

つ
ま
り
道
迷
い
、
疲
労
、
体
調
不

良

（
病
気
も
含
め
て
）
こ
の
３
点

は
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
個
人
の
意

識
の
問
題
が
多
く
作
用
し
、
普
段

か
ら
の
訓
練
、
管
理
が
大
事

で
あ

る
と
い
う
。

他
に
も
紙
面
で
の
表
現
は
難
し

い
が
、
応
急
処
置
、
ビ
バ
ー
グ
の

対
処
法
、
セ
ル
フ
レ
ス
キ

ュ
ー
に

必
要
な

ロ
ー
プ

ワ
ー
ク
等
、
盛
り

沢
山
の
内
容
で
あ

っ
た
。

詳
し
く
は
ヤ
マ
ケ
イ
登
山
技
術

全
書
セ
ル
フ
レ
ス
キ

ュ
ー

（渡
邊

輝
男
著
）
に
詳
し
く
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
次
回
の
救
急
法
講

習
会
で
も
復
習
の
意
味
も
含
め
て

伝
達
で
き
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
地
元
の
加
茂
山
岳
会
の

方
々
に
よ
る
心
ず
く
し
の
宴
会
の

準
備
や
、
参
加
者

へ
の
粟
ケ
岳
関

連
の
バ

ッ
ジ
、
手
拭
な
ど
の
提
供

に
本
当
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

湯
の
平
温
泉

へ
行
く
た
め
の
赤

谷
林
道
は
、
大
き
な
崩
落
事
故
が

起
き
た
事
で
、
平
成
１５
年
１
２．
年

９
月
ま
で
全
面
閉
鎖
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
新
発
田
市
に

よ
る
危
険
個
所
の
修
復
が
進
ん
だ

事
を
受
け
て
Ｈ
２．
年
１０
月
に

一
月

間
だ
け
仮
開
通
。
昨
年
か
ら
は
徒

歩
に
よ
る
全
面
開
通
を
し
て
お
り

ま
す
。
但
し
晩
秋
か
ら
初
夏
ま
で

は
雪
害
を
避
け
る
為
に
閉
鎖
を
致

し
て
お
り
ま
す
。
今
年
も
当
初
は

７
月
２
日
に
開
通
予
定
で
し
た
が
、

豪
雨
に
よ
る
登
山
道

（掛
留
か
ら

湯
の
平
）
の

一
部
崩
壊
に
よ
り
開

下
越
山
岳
会
　
佐
久
間
　
雅
　
義

通
が
７
月
２３
日
に
延
期
さ
れ
ま
し

た
。
林
道
は
こ
の
Ｈ
２．
１
２３
年
の

３
カ
年
間
で
特
に
危
険
な
個
所
の

整
備
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年
の

Ｈ
月
末
に

一
応
の
工
事
終
了
を
迎

え
ま
す
。　
一
般
車
の
通
行
に
つ
き

ま
し
て
は
、
道
標
、
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
等
の
整
備
が
不
可
欠
と
の
事
も

あ
り
、
も
う
し
ば
ら
く
時
間
が
か

る
物
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
我
々
登

山
者
と
し
て
は
、
早
め
の

一
般
車

両
の
通
行
を
期
待
し
て
お
り
ま
す

し
、
関
係
方
面
に
皆
様
の
お
力
を

お
借
り
し
て
申
し
れ
を
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
尚

避
難
小
屋
は
開
所
期
間
中
、
管
理

人
が
常
駐
し
、
男
湯
、
女
湯
も
昔

と
同
様
に
整
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

掛
留
駐
車
場
か
ら
の
登
山
道
は
整

備
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
雨
等
で

は
滑
り
や
す
い
個
所
も
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
十
分
な
装
備
で
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

ｏ
北
股
岳
へ
の
登
山
道
の

Ｈ
２３
年
９
月
１
日
現
在
の
状
況

新
発
田
市
観
光
振
興
課
が
主
体

で
登
山
道
整
備
を
民
間
業
者
に
委

託
し
て
、
Ｈ
２３
年
８
月
の
お
盆
明

け
か
ら
約
１
週
間
荒
廃
し
た
登
山

道
の
道
刈
り
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
道
刈
り
を
し
た
の
は
主
に
薮

化
の
進
ん
だ
中
峰
―
北
股
岳
の
山

頂
に
な
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
、

支
障
木
の
撤
去
、
水
場

《中
峰
》

の
整
備
、
標
識
等
の
修
繕
も
行

っ

て
お
り
ま
す
。
薮
刈
り
直
後
に
、中峰上部の薮刈り状況 :小国山岳会 金野氏撮影

北股川の吊橋 く冬場撤去)

登山0スキー0テニスの専門店
ヒ ト と 地 球 の イ ン タ ー フ ェ イ ス

新潟市中央区堀之内南1丁 目16-52 TEL(025)2415134③
営業時間/平日10 30am～ 8:00pm休日10:30am～ 7:00pm

二
=″
茄 空 サービス

□長岡営業所 [絲躍融 醍
1三日
庸
]困 (0258)337123

□新潟営業所 [1部卍睡 奄i3:見宅
:98(025)246-2266

海外・国内旅行、主催・手配



入
山
さ
れ
て
通
過
さ
れ
た
小
国
山

岳
会
の
金
野
様
が
撮
影
さ
れ
た
写

真
を
掲
載
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。
ま

だ
１
０
０
％
整
備
と
は
参
り
ま
せ

ん
が
、
山
岳
会
に
所
属
さ
れ
て
い

る
登
山
者
の
方
な
ら
道
迷
い
に
は

至
ら
な
い
程
度
に
は
な

っ
て
お
り

ま
す
。
当
会
で
も
登
山
道
の
調
査

及
び
応
急
処
置
と
ゆ
う
事
で
時

々

人
山
し
て
お
り
ま
す
。
北
股
岳

へ

の
直
登
ル
ー
ト
と
し
て
、
今
後
も

新
発

田
市
と
協
力
し
な
が
ら
整

備
を

し

て
ゆ
き
た

い
と
考
え

て

お
り
ま
す
。
　
　
　
　
以
　
上

贅助
お　
　
　
　
曜
．．

■
Ｔ

次
の
皆
様
か
ら
、
ご
入
会
、
ご

入
金
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
ご
報

告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

＊
７
月
２５
日
１
８
月
２２
日
現
在
の

ご
入
会
、
ご
入
金
状
況
で
す
。

・
矢
澤
　
建
三

（悠
峰
山
の
会
）

（敬
称
略
、
順
不
同
）

新
潟
県
山
岳
協
会

△
ム
　
長
　
阿
部
　
信

一

理
事
長
　
土ヽ渥
藤
　
俊

一

総
務
委
員
長
　
宮
崎
　
幸
司

※
賛
助
会
費
納
入
の
問
い
合
わ
せ

振
込
み
用
紙
の
請
求

８
０
２
５
６
１
３
３
１
９
４
４
１

宮
崎
　
幸
司

く
　
鍋
倉
山

（春
山
シ
ー
ズ
ン
）

(3)第 288号 新潟県山岳協会ニュース 平成23年 9月 20日

期  日 平成23年 10月 22日 ①～23日 (Hl  ☆テーマ

場  所 上越市板倉区関田4046-2  80255-78-4832  ☆宿 泊 グリーンパル光原荘
参 加 費 4,000円 (加盟団体会員) 日帰り参加者 1,000円  ☆当日受付にて徴収
講習内容 ○講話 谷中隆明氏 (峡彩山岳会員)元新潟県原子力安全対策課長 。前新潟球温暖化防止活動

推進センター長を歴任、エコライフア ドバイザーとして活躍されている。

○演題 「地球温暖化で新潟はどうなる。登山者の観点から」
程 22日  14:00受付  15:00開 会・講演  17:00閉 会  18:00懇 親会
23日  6:00起 床  7:00移 動  7:30鍋 倉山登山  12:00下山後解散

装  備 日帰り登山装備、シュラフ、食器、食料 (豚汁あり)
※詳細は加盟団体事務局へ送り付けの案内文書・メールで確認して下さい。

〆  切 10月 12日 ①迄 郵送、FAX:所 属団体で取りまとめ、なるべくEメ ールにてお中し込申し込
み下さい。

〒9593124 村上市金屋2236 自然保護委員会 坂野雅之
Te1/Fax 0254-62-3038   E― mail(himc.sayuri@awowakwak.com)

www.hakkaisan.co.jp

八海験造株式会社 新潟県南魚沼市長森1051番 地 お客様相談室 025775-錦
“

魚
沼
の
酒

登山0ハイキング・クライミング
テレマーク&山スキー

パ ー マ ー ク

長岡市西宮内297(長岡市役所壼通り)
TEL0258(37)1200 FAX0258(33)1164
●営業時間/AM10:30～ PM8:00水 曜定1ホ
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新潟県山岳協会会長 阿部 信一

期 日 平成23年 10月 29日 ①～30日 0  0講 演と蒜場山登山
場 所 新発田市 滝谷農村婦人の家 (駐車場10台程度)各会乗り合わせの事。
【講 演】ジャイカ・シニアボランテアとしての活動を終えて本年 3月 に帰国された佐久間雅義氏
(下越山岳会)から講演をしていただきます。

【スケジュール】

● 10/29日① 15:00受付開始  16:00講演「東南アジアの山」  17:30懇親会
● 10/30日③ 6:00滝谷農村婦人の家出発  6:30登 山開始  11:30蒜場山山頂到着

12:30下 山開始  16:30登山口至1着  人数確認後解散。
持参品 日帰り登山用具、その他必用物 (寝袋等、食事、飲み物は各自持参)
参加費 1,000円  申込〆切 10月 14日 ③各会取りまとめ必着の事。
※詳細は各加盟団体事務局へ送付の案内書にてご確認下さい。

申込先 ・ 郵 送 〒9550803 三条市月岡2-17-28 宮崎幸司  8 0256-33-9441
0メ ール mai_miyazaki@helen.Ocn.ne.Jp

総務委員会委員長 宮崎 幸司

０
０
０
Ｄ
０

▲
大
切
な
水
源
で
も
あ
り
、
癒
し

の
効
果
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る

森
林
だ
が
、
福
島
の
原
発
事
故
に

よ
る
放
射
線
の
影
響
で
地
元
は
勿

論
、
近
県
で
は
ど
う
な
る
の
で
あ

ろ
う
。　
一
説
に
は
線
量
は
平
地
よ

り
山
間
部
が
高
い
傾
向
と
の
見
方

も
あ
る
よ
う
だ
。
福
島
県
を
例
に

と
れ
ば
、
面
積
の
７．
％
が
森
林
で

多
く
が
山
地
だ
。
国
の
除
染
方
針

で
も
森
林
の
優
先
順
位
も
低
い
よ

う
だ
。
森
林
の
除
染
は
事
実
上
不

可
能
と
い
う
見
方
も
あ
る
。
だ
が

放
射
性
物
質
は
木
の
葉
に
付
着
し

や
す
く
、
葉
が
落
ち
て
で
き
る
腐

葉
上
に
蓄
積
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る

と
の
こ
と
だ
。
除
染
の
基
本
方
針

で
森
林
に
つ
い
て
面
積
が
大
き
く

膨
大
な
除
去
土
壌
な
ど
が
発
生
し
、

ま
た
腐
葉
上
を
除
去
す
れ
ば
、
森

林
の
多
目
的
な
機
能
が
失
わ
れ
そ

う
だ
。
放
置
す
れ
ば
流
れ
出
る
水

を
通
じ
森
林
が
汚
染
源
と
な
り
続

け
る
の
だ
ろ
う
か
。
問
題
を
起
こ

し
た
の
は
人
類
だ
、
人
類
の
叡
智

を
持

っ
て
の
解
決
、
終
息
を
信
じ

Ｚつ
。
▲
今
年
の
夏
は
例
年
に
な
い
暑
さ

が
列
島
を
襲

っ
た
。
特
に
体
力
の

消
耗
し
始
め
た
丑
の
日
あ
た
り
を

乗
り
切
る
に
は
昔
か
ら
は
ウ
ナ
ギ

の
効
用
を
説
い
て
い
る
。
高
価
な

の
と
、
安
全
性
か
ら
こ
こ
数
年
来
、

我
が
家
の
食
卓
で
は
お
日
に
か
か
っ

て
い
な
い
。
そ
の
代
り
鯨
汁
を
よ

く
食
し
た
。
元
来
ほ
と
ん
ど
の
男

性
の
好
物
だ
が
、
我
が
家
で
は
女

の
子
が
多
い
孫
達
も
大
好
物
だ
。

夏
野
菜
が
た
っ
ぶ
り
入
っ
て
ギ
ラ
ッ

と
油
の
浮
い
た
鯨
汁
は
見
る
か
ら

に
食
欲
を
そ
そ
る
。
醤
油
仕
立
て
、

味
噌
仕
立
て
が
主
流
だ
が
、
冷
蔵

庫
の
有
り
合
わ
せ
の
材
料
を
使

っ

て
作

っ
て
見
た
。
台
湾
の
ト
ウ
ガ

ン
ス
ー
プ
か
ら

ヒ
ン
ト
を
得
て
、

塩
味
と
す
る
。
ナ
ス
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
、
ピ
ー

マ
ン
、
葉
ネ
ギ
、
タ
マ

ネ
ギ
。

ュ
ウ
ガ
オ
は
鯨
汁
に
欠
か

せ
な
い
が
、
な
―
に
、
キ

ュ
ー
リ

を
使
え
ば
よ
い
。
水
を
は

っ
た
鍋

に
ニ
ン
ニ
ク

（
３
１
４
片
）
を
包

丁
の
腹
で
つ
ぶ
し
て
沸
騰
さ
せ
る
。

ひ
と
つ
ま
み
塩
を
い
れ
火
の
通
り

の
悪
い
野
菜
か
ら
順
次
入
れ
て
鯨

と
残
り
も
の
の
薄

い
油
揚
げ
も

一

枚
細
か
く
し
て
入
れ
た
。
顆
粒
ダ

シ
と
シ
ュ
ウ
ガ
を
少
し
す
り
下
ろ

し
て
味
見
。
少
し
酒
と
塩
で
味
を

調
整
。
鯨
に
火
が
通

っ
た
ら
、
葉

ネ
ギ
を
バ

ッ
と
入
れ
て
出
来
上
が

り
。
鯨
は
煮
す
ぎ
る
と
固
く
な
る
。

ど
う
だ

っ
―

編
集

¨
浅
野

汚すまい、この道、この山、この川


